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11月15・16日の両日、合川ふれ愛文化祭が行われ た。
今年は公民館の文化祭と合同する形で規模を拡大、
体育館では子どもたちと地域からの発表会が、連
日行われ、また恒例のバザーもPTA、地域、親父
の会などの参加で旧運動場を一杯に使って行われた。

地域から100人もの方を講師としてお招きし、様々
な活動を通して子どもたちと地域のふれあいをは
かる「ふれ愛活動」。あいかわアンビシャス広場は、
この「ふれ愛活動」を原点として始まった。

不登校や、子どもが主役になる様々な事件など、
子どもたちの悲惨な現状がマスコミなどを通じて
たくさん語られるようになって久しい。先月の神
奈川のホームレス暴行事件では、ついに小学生も
その中に加わっている。「ひまつぶし、ゲーム感覚、
ストレス解消でやった」・・・

こんな記事が出るときの関係者の話はいつも決ま
っている。先の事件に対する市教委の話も「不登
校がちな子もいるが、問題行動のない、目立たな
い子が多い」というものだった。大人たちには見
えないところで、子どもたちの心は行き場を失っ
ている。声なき声としてこれを捉えられるだろうか。

どこかよその子どもの話と思ってはいけない。我
が子の心にも何パーセントかのそんな声が潜んで
いるのだ。未来を支えるのは子どもたちだけど、
その子どもたちを育てるのは、善くも悪くも親、

学校そして地域社会だ。

遊びが足りないということも、さんざんいわれて
いる。子どもたちは遊びを通じて様々な社会の中
における自分の存在を学ぶ。大人も子どもも、知
っている人も知らない人も混在する中で、自分が
どう生きるのかを「遊び」というシミュレーショ
ンをしながら体験し、学んでいく。

その大切な遊びが足りないということは、とりも
なおさず社会を学ぶチャンスがないという事だ。
命の痛みがわからない、社会性の欠落した子ども
が育ってもなんら不思議はない。

めまぐるしく変わっていく社会の中、親は忙しい、
先生ももっと忙しい。しかし小学校時代は、幼稚
園時代のよちよち歩きの後、6年間という最も長い
時間を過ごします。今こそ一番大切な時です。

お父さんお母さん、もっと子どもたちの「心」を
育てることに一生懸命になりましょう。「心」を
育てることが出来るのは今しかない。先生、そし
て地域の皆さん、もっともっと力を貸して下さい。

まさかあの子が、まさかウチの子がと後になって
子どもたちの心を見失ってしまわないために。
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●　11月

29日 映画上映会

●　12月

2日 読み聞かせの会
4日 バドミントン教室
6日 クリスマスリース作り
9日 フリータイム（囲碁将棋折り紙～）
11日 バドミントン教室
13日 みそを使った料理教室
16日 フリータイム（囲碁将棋折り紙～）
18日 フリータイム（囲碁将棋折り紙～）
20日 クリスマス会

アンビシャス広場では、子供と一緒に
遊んでいただけるボランティアを募集
しています。ぜひ積極的なご参加を
お願いします。みなさんの広場に対す
るご意見もお聞かせください。
TEL.43-3815（教頭）
E-Mail.aikawa@seagulls.co.jp

○4年1組　　服部　裕也
ぼくは料理が大好きだ。作るの
も、食べるのも(^_^)
一番大変だったのは玉ねぎを切
るとき。目に入ってちかちかし
て、しばらく目のいたみがとま
りませんでした。
それからこれはとても楽しくて
仕方ありませんでした。それは、
ヨーグルトをつぐときに、おお
くてみんなのぶんをあふれるぎ
りぎりまでついてもっていった
ことです。
やっと野菜スープと、みかんヨ
ーグルトゼリーとぎょうざと、
焼きめしを作れたときの気持ち
はとてもうれしくはしゃぎそう
でした。

    

味も、
もちろんお
いし～い！に決ま
っています。料理作りは、楽しい、
たいへん、両方です。
そして今からやりたいことは、お母さ
んと給食の先生が作ったのは、ぜったい
のこさないで食べようと思いました。そし
てまた、新しいメニューに挑戦したいです。

○6年1組　　松尾　紅音
この前、友達にあき缶拾いに一緒に行こうといわ
れて、他の人もさそって、今日あき缶拾いに4人で
行きました。行くと大人の人と、子どもがたくさ

んいました。
大人の人の話を聞き、軍手を

はめて、ゴミ袋と、ゴ
ミをはさむやつを

持って、出発し
ました。まわ

り を 見 な が
ら歩くと、
あき缶や、
た ば こ の
は こ 、 カ
ス 、 紙 切
れ 、 ビ ニ
ル 袋 、 か

さなどいろ
ん な ゴ ミ が

落ちていまし
た。特にたばこ

の 吸 い が ら が 多 か
ったです。ずっと歩き

ながらゴミを拾っていると、
少しづつゴミが袋いっぱい
になってきて、市ノ上公民
館も見えてきました。
公民館につくと、もえるご
みともえないゴミに分けま
した。今日、あき缶拾いに
行って少しきつかったけど、
自然の大切さ、いいことを
する気持ちよさがわかりま
した。行ってよかったと思
いました。

体育館では、木曜日に
バドミントン教室をや
っています。
スポーツの秋！大人も
子どももじゃんじゃん
参加しよう。

●料理教室
（10月25日）

●あき缶拾い（11月1日）

●バドミントン教室
　（10～12月毎木曜日）

広場初の映画鑑賞会は、親も子も楽しめる作
品を選びました。当日は、熱い映画紹介で定
評のある元FBS-TVキャスターの川谷和也さ
んをお招きしています。お見のがしなく！�
�
川谷和也（かわたにかずや）�
元FBS番組キャスター、幼年期は久留米で過ごす。現在、福岡・大分を
中心にテレビ、ラジオ、舞台の企画・製作、司会などで活躍中。文化事業
シネマコンサートは全国で注目を浴びている。�


